
　Vihara  Report　No.9　1994　FEB　[1]　

Vihara  Report　No.9　1994　FEB～～～～～

ビハーラ　Vihara
休養の場所、気晴らしをすること、僧院または寺院

『漢訳対照梵和大事典』

一、病人に供給す
　二、病のために医薬の具を求む
　三、病者のために看病人を求む
　四、病者のために法を説く
　五、余の比丘のために法を説く
　六、法を聞いて教化す

　七、大徳のものに供養し、恭敬するために
　八、聖衆に供給するために
　九、深経を読誦するがために
　十、他に教えて深経を読ましむ
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講演

ビハーラセミナー

その尊きもの

いのちいのちいのちいのちいのち

藤井慶照 能代市・浄明寺

　私が今年いただいた年賀状にこう書
いてありました。「元日や、今日のい
のちにあう不思議」。私達はお正月に
なりますと、「新年明けましておめで
とうございます。」と挨拶を交わすわ
けですが、時間が経てば一年が過ぎ新
しい年を迎えるわけです。当たり前と
言えば当たり前のことです。ただ、そ
の新しい年を迎えることができたいの
ちを今日もまたいただくことができ
た、そのことがなんと不思議なことで
あろうか、ということなんですね。こ
の感覚はなかなか出てこないんです。
　昔から言われている言葉に、「とり
どりに、浮世の品は変われども、死せ
る一つは変わらざりけり」色々価値観
は変わっても、命あるものは死ぬ、こ
れだけは変わらんということでしょう
ね。「生まるれば、死ぬるなりけりお
しなべて、釈迦も達磨も猫も杓子も」
「ついに往く道とはかねて聞きしか

ど、昨日今日とは思はざりしを」。い
つかは死ぬんだということはわっかて
いるけれども、まだまだ先のことだろ
うとたかをくくっているのが私達じゃ
ないですか。
　

　阿含経という経典があります。その
中に「四人の妻を持つ男の話」という
のが出てくるんです。ある男性が4人
の奥さんを持っておった。第一、二、
三、四夫人と名付けましょう。その男
は第一夫人がかわいくてかわいくて、
寒いと言えばいいものを着せてやり、
腹が減ったと言えばおいしいものを食
べさせ、本当に大切に可愛がったそう
です。第二夫人も、第一夫人ほどでは
ないですけれども可愛がったそうで
す。第三夫人も、これも第一夫人、第
二夫人ほどではないけれども大切に可
愛がったそうです。ところが第四夫
人、自分に第四夫人がいるということ
さえ普段忘れておったそうです。ある

1994年1月21日　鷹巣町鷹巣阿仁広域交流センター
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日その男は、確実にもう二度と帰るこ
とはない旅に出ることになったそうで
す。そこで夫人達にこの旅に一緒に
言ってくれと言ったそうです。ところ
が第一夫人はとんでもないと断ったそ
うです。第二夫人も勘弁してくれと
断った。第三夫人は途中までなら行っ
てもいいと言ったそうです。なんとこ
の3人はとんでもないと思ってがっか
りしていると、ひょいっと第四夫人の
ことを思いだした。と、話はここで終
わっているんです。
　経典というのはたとえ話ですので
ね、第一夫人は何を表しているかとい
うと私達の身体を表しているんです。
私達は本当に身体を大切にします。暑
いと言えば、寒いと言えば、腹が減っ
たと言えば、痛いと言えば。外まで飾
り立てるほど大切でしょ。第二夫人は
財産、地位、名誉だそうです。これも
私達は大切にします。より豊かにより
便利に、人よりはいいところに。それ
を第二夫人と言い表すんですね。第三
夫人はなにかと言うと、家族、人間関
係。私達は身内はもちろん友達も大切
にしますね。このように、身体の健康
と、物質的豊かさと、家族となかよく
友達となかよくという人間関係、この
ことを求めて右往左往しているのが私
達の日常生活ではないでしょうか。旅
というのはご存じの通り死ぬというこ
とです。その時初めて第四夫人に気が
ついた。第四夫人というのは命です。
俺も死ぬんだ、ということは俺には命
というものがあったんだと気がつい
た。その時にはもう遅いんですね。こ

ういうことを教えている話です。
　

　私達も死ぬんだということを気がつ
かせてくれるのが、身内の死でしょ
う。ある程度の年配になれば大切な人
を失うという経験をします。しかし、
私たちはそういう死に遭ったときに、
どう死というものと向かい合っていく
か。日本人というものは徹底的に死を
嫌います。例えば、死というものは考
えるだけでも縁起でもないだとか、不
吉だとか、とんでもないと言って、い
かにして触れないで、考えないで、
どっかにやってしまうということに一
生懸命になりますね。
　葬式なんかでもそうでしょう。あれ
は死者との縁切り儀式ですよ。逆さ屏
風を立ててみたり、枕元に刃物を置い
てみたりですね。一番典型的なのは塩
をまくということですね。あれを清め
の塩と言うでしょう。あれは亡くなっ
た人、そういう場は不浄である、けが
れである、だから清めるために塩を使
う。するとですよ、本当に自分にとっ
てかけがえのない人との最期の御別れ
場が不浄でけがれたものでしょうか。
考えてみますと故人に対してとんでも
ない冒涜をしているんです。今ちょう
ど相撲やってますけれども、塩まくで
しょ。あれは見合ったけれどもお互い
に気が合わなかった。合わなかったこ
とにおいてその場がけがれたことにな
る。だからまた塩で清めるんだそうで
すね。ですから、そういう形で私達は

「死」は不浄か？「死」は不浄か？「死」は不浄か？「死」は不浄か？「死」は不浄か？
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徹底的に死というものをけぎらいして
触れないように、やむを得ず触れたと
きはいかにしてその不浄から逃れるか
ということに目の色を変えています。
千載一遇の死というものを通して命を
考える場をも失っているのです。
　

　生と死を考えるときに、私達がどう
考えるかというと、生きるということ
と死ぬということを対比させて、生き
るということはプラスであり、死とい
うものはすべてをご破算にしてしまう
マイナスなものであると考えます。図
式化しますとそういうふうな関係に
なってきますね。ですから、生のみを
手にいれる、死なんかとんでもない話
だということになります。すると、生
ということ、あるいは生命力というこ
と自体がよいことなんだという図式に
なってきます。その生命力とは何かと
いうと健康です。つまり、第一夫人の
みにうつつを抜かしておるんです。
　ちょっと古い資料ですけれども、平
成3年1月6日付けの新聞に総理府の世
論調査の結果が載っていたんです。
「今あなたは何に一番関心をもってい
ますか。」という調査だったんですけ
れども、「健康は、それ自体が人生の
目的であって、もっとも優先して考え
なければならない。」と答えた日本人
が52.6％でした。うっかり聞くと、あ
あそうかと思ってしまうんですけれど
も、ちょっとおかしくないですか。
「人生の目的を達するために健康」、
じゃないんですよ。「健康それ自体が

人生の目的」だというんですよ。私が
なぜこの世に生まれてきたか。健康に
なるためだというんですよ。健康のた
めなら命もいらないというんでしょ、
これ。だって人生の目的が健康だって
いうんだから、おかしな話ですよね。
今、健康に気を使っているのは世界で
日本人が一番ですね。しかし、あまり
健康を謳歌しますと、その反対側にあ
る人、例えば病弱者だとか、障害者だ
とか、老齢者だとかという人を役立た
ない者として差別する空気がかならず
生まれます。
　

　私はこの前まではずかしながら「健
全な精神は健康な肉体に宿る」という
言葉になんの疑問も持たなかったんで
す。しかし、ちょっと注意してこの言
葉を読み直してみますと、健全な精神
が健康な肉体に宿るものならば、障害
者は精神まで障害者かということです
よ。むしろ、身体が健康なるがゆえに
そのことを自慢していかに心がひんま
がっておるか。身体が不自由な人こ
そ、いかに精神がしっかりしている
か。これは皆さんよく見ておられるで
しょ。「健全な精神は健康な肉体に宿
る」これはまさに最大の差別用語で
す。秋田県は、過去10年間で老齢者の
自殺率が全国トップですね。大変な記
録ですよ、これ。秋田大学医学部の吉
岡教授が、この問題をずっと調べてい
るんですが、老齢者の自殺の原因は病
苦が9割を占めるが、病気が原因では
なく病気になったことで家族に迷惑を

健全な精神は健康な肉体に宿健全な精神は健康な肉体に宿健全な精神は健康な肉体に宿健全な精神は健康な肉体に宿健全な精神は健康な肉体に宿
る？る？る？る？る？
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ことでしょ。これらのことは三兆候死
ですね。いわゆる心臓死です。
　人類発祥以来というと大げさです
が、この心臓死をもって人間の死と規
定してきた。最近話題になってきてい
るにが脳死という問題です。医療技術
の進歩によって臓器移植が出来るよう
になってきた、心臓が停ると血液が循
環しないから各臓器の機能が低下して
しまう、それまで待っていられないか
ら脳死の段階で新鮮な臓器を取り出し
てしまおう、だから脳死を人間の死と
認めよう。乱暴な言い方をするとこう
いうことですね。そして脳死を次のよ
うに規定しているんですね。「脳死は
必ず心臓死に至り、再び命を得ること
は不可能な状態」。もう一つは「心臓
死に至る不可逆性の一過程」。さらに
「超重症不可逆性脳不全」。何か難し
いですね。これらのことを医学では
「限りなく死に近い」あるいは「完全
に死につつある」と表現するんです
ね。するとお分かりですね。まだ死ん
でいないんです。それを死としようと
いうのは、新鮮な臓器を摘出する必要
性が出たからです。
　何故そういうことをしなければなら
ないのか。臓器移植でなければ助から
ない人の命を助けなければならないか
ら。非常に美しく聞こえます。しか
し、死につつある人の命はどういうこ
とになるのでしょう。するとまた、ど
うせ死ぬならいいじゃないかという論
理になってきます。まことに論理的で
説得力があるかも知れません。しか
し、「どうせ」という言葉が拡大解釈
されていったら、末期癌患者や障害者

かけること、役立たなくなったことが
原因であるとコメントしているんです
ね。ですから、人間の価値を役立つか
役立たないかということで評価しよう
とする社会があるわけです。このよう
な考え方の裏側には、生というものは
プラスであり得であり、死というもの
はマイナスであり諸悪の根源である、
という考えが結び付いているのです。
このように生と死を徹底的に相反する
ものであるという考え方を、仏教では

ぶんだんしょうじ

「分断生死」といいます。　
　

　「命」とは何なんでしょうかね。あ
まりにも当たり前で、あまりにも大き
な存在なものだから、分かっているよ
うで一番分からないのがこのことでは
ないでしょうか。
　「命」という言葉は、息の力と書い
て「いきのち」、息の内と書いて「い
きのうち」、息の路と書いて「いきの
ち」、そこから「命」という言葉が出
たんだと言われています。
　さらに「死ぬ」という言葉は息が去
ると書いて「しいぬる」、息が行くと
書いて「いきぬる」というところから
「死ぬ」と言う言葉が出たんだと。つ
まり呼吸作用そのものを通して「命」
というんです。ですから、日本人は昔
から「息が絶える」といいますね。こ
れは呼吸停止を言うんです。それから
「目を閉じた」と言いますね。ここに
看護婦さんもおられますが、これは瞳
孔散大。さらに日本人は「冷たくな
る」と言いますね。これは心臓停止の

脳死・いのちの終わりの判定脳死・いのちの終わりの判定脳死・いのちの終わりの判定脳死・いのちの終わりの判定脳死・いのちの終わりの判定
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や老人から取ったらいいじゃないか、
ということに必ずなりますよ。ですか
ら、日本で臓器移植に最初に反対した
のが全国障害者協会でしょ。ヒトラー
がユダヤ人と共に役に立たないからと
いってドイツの障害者を殺したで
しょ。今、中国では犯罪者が一年に
3.000人ぐらい死刑になるそうです。
その臓器がみな摘出されているんで
しょ。さらにブラジルで問題になった
のはストリートチルドレンがすごく殺
されている。その臓器が取られている
んでしょ。そういう形に必ずなるんで
すよ。ましてやまだ死んでいないもの
を利用できるからといって死に認定し
ようとする、それが脳死問題です。
　脳死になって人工呼吸器を付ける
と、平均17時間生きるんだそうです
ね。今迄の最高記録が80日だと聞いて
います。昨年ですか、山口大学で脳死
の女性が子供を産んだでしょ。子供を
産んだということ、命を産んだという
ことは死んでいないということです
よ。命があるということですよ。その
命のあるものを死んだと見なそう。何
故ならば臓器がなければ死ぬ人がいる
から、その人は助けよう。確かに理に
かなっているかもしれません。移植し
か方法のない先天性胆道閉鎖症という
病気がありますね。巣鴨に「先天性胆
道閉鎖症の子供を守る会」というのが
ありまして、1.200～1.300人が登録し
ています。その親御さん達は一日でも
早く脳死臓器移植を法制化してほしい
と国会に要望しています。議員方も脳
死臓器移植法を成立させるために頑
張っております。

　しかしね、そういう子供さんを持っ
た親達の気持は分かりますが、今度何
を望むかといいますと、一日も早く脳
死者がでないだろうかといって他人の
死を望むようになります。これが人間
の気持として当然でしょ。まさに死人
が子供を産むか、死体が子供をはぐく
むか、ということです。それは生きて
いる証拠ですよ。心臓死は人間の死だ
といわれている、その心臓死ですら24
時間立たないと火葬は許可になりませ
んよ。もしかしたらという思いがある
からでしょ。ましてや脳死というもの
を必要があるから認定していこうとす
る、これはこのままでいいのかと私は
疑問をもっているんです。
　

　臓器移植が盛んに行なわれている
ヨーロッパカソリック教国の考え方を
そのまま日本に持ってきて、さあ認め
ろという論理はあてはまらないで
しょ。それでは日本人は落ち着けな
い、納得しきれない。それは何故かと
いうと、現代は形だけだといいながら
も、日本人は昔から仏教思想という形
でものの考え方が規定されています。
その仏教的な考え方からいいますと、
人間の命を「寿命」といいますが、
「寿」と「命」を分けて考えるんで
す。「寿」はサンスクリット語でアー
ユスといいます。これは限りなき命、
連続無限の命という意味です。「命」
というのはジービタといいます。これ
は限りある命、一定期間の命という意
味です。私の例を上げると、私は昭和

「寿」と「命」「寿」と「命」「寿」と「命」「寿」と「命」「寿」と「命」
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14年8月9日に生まれました。今年満54
才になります。明日死ぬかも知れな
い。これを人間の生涯といいます。こ
れが私の「命」です。
　私が生まれるためには、親2人が必
要です。親2人が生まれるためには、4
人の祖父祖母が必要です。10代さかの
ぼると1.024人、20代だと105.376人、
30代だと102.710.024人だそうです。こ
れをずっとさかのぼっていくと無限ま
でさかのぼっていきます。私が生まれ
るためには、その過去に無限の命が
あったからこそなんです。この無限の
過去の命を「寿」というのです。そし
て私に2人の息子がいますが、この息
子の命を通して未来に無限の命がつな
がっていく、かも知れません。これを
「寿」といいます。これが「寿命」な
んですね。
　

　私達は今日まで与えられた命を生き
きってきました。これからもまた生き
ていくでしょう。そのかけがえのない
命を保つためには、かけがえのない命
を奪い続ける歴史を繰り返すのです。
私達が生きていくためには、ものを食
べなければなりません。それらにはす
べて命があります。私たちがご飯を食
べるときに「いただきます」といいま
すが、何をいただくかというと命をい
ただきますという意味なんです。まさ
に私達は、尊い命を保つために尊い命
を奪い取らなければならんという絶対
矛盾の存在なんですね。
　これがキリスト教ですと、あらゆる

動植物を支配するのが人間なんだから
食われて当然だ、とはっきりいいます
ね。ところが仏教は「一切衆生、悉有
仏性」生きとし生けるものすべて平等
だという教えです。私が生き続けると
いうことが、他の命を殺し続けるとい
うことです。
　まさに私がこの世に生まれるために
は無限無辺の命のバトンを経て、そし
てこの世で生きるためには無量無数の
命を奪い取ってきたんです。私の命は
無限無辺無量無数の命の積み重ねの上
にあるんです。私の命、オレの命とい
うけれども、その命がこの世に誕生す
るためにどれほどの命の積み重ねが
あったか。私は生きてきた、オレは生
きてきたというけれども、そのために
どれほどの命を奪い取ってきたか。ま
さに無限の命の集大成が、私の命なん
です。私のもんじゃないんです、命と
いうのは。そしてこの命というのは限
りあるものです。限りある命を支える
ものが肉体です。仏教では身と心、命
と身体は一つのものだ、心身一如だと
教えています。そして、命終わるとき

くしょう

に身も終わる、命と身体とは供生と説
いています。
　

　このところ新聞紙上で生体肝移植に
関する記事が立て続けにのっていまし
たが、この生体肝移植はいままで全部
失敗したんです。臓器提供者は全部父
か母です。手術が失敗だったのではな
く、すべて拒絶反応です。人間のから
だには違うものがはいってくると、こ

代わるもののない自分の命代わるもののない自分の命代わるもののない自分の命代わるもののない自分の命代わるもののない自分の命

いのちのバトンいのちのバトンいのちのバトンいのちのバトンいのちのバトン
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れは自分のものでないと拒絶反応をお
こし猛烈な戦いがはじまるんだそうで
す。それを抑さえるために免疫抑制剤
というものがあるんですけれど、これ
を死ぬまで使い続けなければならない
んです。この地球上で一番血肉を分け
た親子同志でも、その器官のほんの一
部の臓器でも、違う身体にはいったら
これはオレのものではないといって拒
絶反応を起こすんですよ。要するに、
私の身体は私の身体でないと取れない
ということですよ。
　私達の宗派の大事な教典に「仏説無
量寿経」というのがあるんです。その
中に「身、自らこれを受くるに誰れも
代わるものなし。命終わり身死して一
人遠くさる」という言葉があります。
生まれること、死ぬことは誰も代わっ
てやれないし、誰にも代わってもらえ
ないということです。まさに一人一人
の命の尊さということでしょ。
　

　「何もかも吾一人のためなりき　今
日一日の命尊し」という言葉がありま
す。太陽があるのも、空気があるの
も、風があるものみんな吾一人のため
なんです。地球に50億人いるから、50
億分の1と太陽の光が当たりますか。
全部平等に燦然と輝いてくれるんで
す。この世の中は全部吾一人の命のた
めに働いてくれているんです。まさに
命の尊さ、命の尊厳、命のかけがえの
なさ、このことがすべての土壌じゃな
いでしょうか。看護婦さんは日常命そ
のものと直接語りかけた大切な仕事を

しておられます。しかし人間の命のい
かに尊いものであるかという、この一
点が抜けたならば、病院はただの修理
工場になってしまいます。病院はたん
なる修理工場ではなく、命をはぐくむ
場所である、そこに従事する私である
のだという誇りと責任がどこからでる
かというと、「命尊し」という一点か
らではないでしょうか。
　最後にこの詩を紹介して終わりたい
と思います。岩手県の小学校3年生の
詩なんですよ。「いのち」という題な
んですね。「昔々その昔、ずっと昔
に、一番早くうまれた人が、子供をう
んだりしなければ、私はうまれていな
かった、ずーっとひろげていくと、だ
れかとだれかがいのちでつながってい
る、昔のことはわからないけれど、か
ならずいのちはつながっている、もし
おじいちゃんとおばあちゃんがうまれ
ていなければ、おとうさんはいうまれ
ていない、おとうさんとおかあさんが
うまれていなければ、私はうまれてい
ない、ミサもユウテツもうまれていな
い、あそこでここでだれかがうまれて
いる、私もうまれて、ほかの人もうま
れる、もしかして私と先生のいのちが
つながっているかもしれない、ふしぎ
だなあ」。過去の無量の命のバトンを
継いだということを、この詩の中で見
事に表しています。ご静聴有難うござ
いました。　

「いのち」尊し「いのち」尊し「いのち」尊し「いのち」尊し「いのち」尊し
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advice to Vihara

ない。お互い知恵を出し合い対話する
ことにより得られるものは非常に大き
いだろう。今回はまさに偶然の重なり
とも言える御縁から、ビハーラの志高
き人々と関わりが持てることを嬉しく
思う。

　心理的問題への援助には、例えば対
人緊張や抑鬱感といった情緒的な問題
から、食欲や買い物が抑えられないと
いった行動的な問題、夫婦関係や職場
の対人関係といった複数の個人の間の
問題、書剄や高所恐怖症といった明確
な問題から、性格上の悩みや生きる意

カウンセリングの立場からみたカウンセリングの立場からみたカウンセリングの立場からみたカウンセリングの立場からみたカウンセリングの立場からみた
ビハーラ活動ビハーラ活動ビハーラ活動ビハーラ活動ビハーラ活動

寄稿

田辺肇 筑波大学心理学研究科所属

　私達ビハーラの活動が結局「人」を対象にするものである以
上、いつかは「カウンセリング」についての基本的なお話を聴く
機会が必要、そんな思いを抱いていました。そんな折、この度本
会会員を通じてカウンセリングの専門家、筑波大学田辺先生に御
寄稿いただきました。人に相対するときの心の在り方、とても興
味深い内容です。

　

　この文章は、カウンセリングの総括
的な紹介ではない。皆さんの疑問や論
議を引き出し、対話を通じて、読書で
は得られない具体的で現実に即した何
らかの成果を生み出すための刺激材料
のつもりで書かれたものである。私の
力不足から、期待外れであると感じる
方もあろうが、そのような方にこそ、
編集部の方へ一筆お願いしたい。
　「生」「老」「病」「死」の苦悩の
克服を援助する者という意味では、僧
侶も看護婦（士）も心理療法家も、そ
の本質的な役割に違いはないかも知れ

１　はじめに１　はじめに１　はじめに１　はじめに１　はじめに

２　カウンセリングと心理療２　カウンセリングと心理療２　カウンセリングと心理療２　カウンセリングと心理療２　カウンセリングと心理療
法法法法法
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味が感じられないといった漠然とした
問題、進路問題や就職相談のようなご
く健康的な悩みから、精神病などの非
常に重い障害に至るまで、様々な問題
に対する援助を含んでいる。このよう
に問題も多様ならば、その援助法も
様々である。その中で、主として言葉
を用いた対話という人間関係による援
助を一般に“カウンセリング”と言
い、人の性格や生き様など、その背景
にある問題を含めて変容しようとする
援助を“心理療法”と言って区別する
こともある。ただ、最終的に目標とし
ているものは何れも問題解決であり、
重なるところは非常に大きい。また、
人の振る舞い方を実際に修正すること
からアプローチする行動療法、夢や連
想や昔の記憶を取りあげ深層心理を問
題にする力動論的心理療法、集団の中
の人間関係をそのまま治療に用いる集
団療法、美術などの制作活動を通じて
為される芸術療法などは、“カウンセ
リング”と兄弟関係にあり、お互いに
似ているところも多い。

　私自身は、“分析心理学”というユ
ングの深層心理学の考え方に基づく心
理療法から勉強を始めた。心理療法や
カウンセリングの様々な理論は、援助
を求めて訪れた人と彼らの抱える問題
を理解するための“人間観”として、
心の問題を扱う者に重要な指針を与え

てくれる。今や折衷的な立場にありな
がらも、私のものごとの捉え方は、ど
こかしら分析心理学の枠組みの影響を
受けている。
　仏教の死生観や縁、因果の考えは、
人間の生活上の様々な問題、特に
「死」などの深く大きな問題に関して
は、力強い指針を与えてくれるだろ
う。人は“世界観”無くして、世に立
ち向かい、あるいは世に棲むことは出
来ない。それと同様に、人は“人間
観”無くして、人と相対し、共に生き
ることは出来ない。心の深い悩みや問
題に応じる場合にはなおさらである。
もし指針となる“人間観”が無けれ
ば、彼らの苦悩の深さと問題の大きさ
に対して、我々は対処の方法が分から
ずに、方向性を失い、強い不安に見舞
われることになるだろう。援助する者
が心の安定を得られないような関係か
らは良い結果は得られない。“理論”
は、こと初心者にとっては、いわば心
理療法家やカウンセラーの“精神安定
剤”として重要な役割を果たすといえ
る。
　自信があればいいのかというと、そ
ういうことでもないと思う。全くの個
人的な経験のみに基づく信念や不合理
な確信を以て相談に応じることは戒め
られなければならない。そのため、公
的な訓練と勉強は心の問題を扱う者に
とって非常に重要なものと考えられて
いる。ところで、仏教の教えが“健全
な理論”となるのか、“盲信”となる

３　理論の意義とその限界３　理論の意義とその限界３　理論の意義とその限界３　理論の意義とその限界３　理論の意義とその限界
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のかは微妙な問題をはらんでいる。私
は、長い歴史を経て洗練されてきた世
界観・人間観を取り入れることは、
我々心理療法家にとっても非常に有益
であると信じている。しかし、宗教の
教えも科学の理論も、我々がそれを如
何に取り入れるかによっては盲信とな
り、そのために、援助が知らず知らず
の内に押しつけとなってしまうことに
もなりかねないのではないだろうか。
　我々は何らかの世界観・人間観に基
づいてものごとを捉えている。しか
し、我々の持つ世界観・人間観が最善
のものであるかは誰にも分からない。
そしてまた、誰もが同じ捉え方をする
わけでもないのである。自分がどの様
な立場（オリエンテーション）に立っ
ているのかが、自身のものの感じ方、
考え方に影響するということを強く自
覚していることは、非常に重要であ
る。例えば、僧職にあること、秋田県
人であること、男性であること、ビ
ハーラのメンバーであることなどなど
が、自分のものの見方にどんな影響を
与えているか反省してみて頂きたい。
　心理療法家と患者・来談者とが同じ
信念・教義を共有いている場合には、
治療・相談が実りあるものになること
は希であるという。それはおそらく、
お互いの影になる部分・見えない部分
が同じであるために、真の問題が捉え
にくくなり、その変化への糸口を見逃
してしまうことになるからであろう。
勿論、これは心理治療という特殊な場

合の話であって、対人関係一般や相談
一般に当てはまるかどうかは分からな
い。しかし、皆さんにとってもこれは
示唆するところがあるのではないだろ
うか。自分のオリエンテーションが、
いかに自分の認識と行動に影響してい
るかということに無自覚な者は、援助
を求める者に良い影響を与えることは
出来ないだろう。このことは、自らの
拠って立つ理論や人間観・世界観の枠
組みを過信し、それに固執することを
戒めることにもつながる。

　次に、ナイチンゲール・コンプレッ
クスといわれる問題を取り上げてみた
い。
　カウンセラーになろうとする人の多
くが「不幸な人に何か手助けになるこ
とをしたい」という気持ちを持ってい
る。私は看護学校で教鞭をとっている
が、看護婦（士）になろうとする人に
も、そういう人が多い。また、精神障
害者の社会復帰に関する活動にボラン
ティアで協力してくれる人の中には献
身的な宗教家が多く見られる。事実、
わが国の福祉は非常に立ち遅れてお
り、彼らの愛や宗教の力無くしては成
立しないのではないかと思えるほど
に、彼らの献身的な働きは重要な位置
を占めている。しかし、これが心の問
題になると、話は微妙になってくる。
ナイチンゲール・コンプレックスとい

４あなたはどうして援助するの４あなたはどうして援助するの４あなたはどうして援助するの４あなたはどうして援助するの４あなたはどうして援助するの
かかかかか
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われる問題である。
　コンプレックスとは、大まかに言う
と、「心の奥底に、本人の気づいてい
ない強烈な情緒的な記憶やイメージが
あり、そのテーマを核にして、様々な
記憶やイメージが引き寄せられ複雑に
絡み合って出来上がった心のしこり」
のことである。それは、ものの見方感
じ方など、人の生活の様々な側面に知
らず知らずの内に影響を与える。ナイ
チンゲール・コンプレックスとは、
「不幸な人に何か手助けになることを
したい」という気持ちを持っている人
にありがちな「心のしこり」に、分か
りやすいように名前を付けたものであ
る。それには様々な側面があるが、例
えば、次のような気持ちが心の裏側に
働いていることがある。
　１：「私はこんなに可愛相なのに誰
も助けてくれない」という強い欲求不
満を持っているが、逆に人につくすこ
とでそれを覆い隠している
　２：「自分はダメな人間だ」という
劣等感を持っていたり、「自分はこれ
でいいんだ」という自分自身の存在に
対する基本的な安心感が欠けていたり
するために、「自分の利益を求めた
り、わがままなことをしたりしたら、
人々からの愛を全く失ってしまうだろ
う」というせき立てられるような不安
から、献身的な活動に打ち込んでいる
　３：「私は可愛相な人々（彼ら）と
は違うのよ」という自己確認の欲求に
追い立てられているために、どこかで

援助を求める人々への微妙な差別意識
が働いている
　４：そのように、自分の弱さを隠す
為に彼らを利用していることに対する
罪悪感から、非常に献身的になってい
る
　このようなコンプレックスに強く突
き動かされている人が、人の心の深み
からくる苦悩を受けとめ、真に建設的
な援助が出来るのかはだれしも疑問で
あろう。私は、こういう傾向を強く
持ったカウンセラー志望生には、とり
あえず別の進路を勧めることにしてい
る。しかしながら、コンプレックスの
与える影響が、必ずしも悪いものばか
りであるとは限らないことも覚えてお
いて頂きたい。コンプレックスをバネ
にして、より生き生きとした生活をも
のにしたり、苦悩や不安に打ちひしが
れている人の気持ちを真に理解できる
ようになる場合もあるからである。重
要なのは、コンプレックスに振り回さ
れない自分を育てることであり、この
ような奥底の自分の問題に感づいた
時、それを無視せず、自分の弱さを直
視する勇気を持つことである。いつま
でもそれから目を背け続けることこそ
が、見せかけの援助者になってしまう
ことにつながるのだと考えたい。
　自分を振り返ってみて頂きたい。自
分が相談に応じている際、あるいは人
の話に耳を傾けている際に、「人の役
に立っている」という自己満足に陥っ
ていないだろうか。相手を喜ばせよう
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として、真の問題を逃していないだろ
うか。早急な解決を自信満々に提示
し、相手が自分を尊敬してくれるよう
な解決法に傾きがちな自分に気づかな
いだろうか。人を思い通りに操る喜び
を感じてはいないだろうか。頼りにさ
れることで自分が重要な人間であると
かろうじて感じられるような「頼られ
ることに頼っている」状態にないだろ
うか…

　今回は、「理論」と「コンプレック
ス」に絡む、援助者の陥りがちな二つ
の盲点について述べてみた。理論の軽
視も理論の過信も戒められなければな
らない。そして自分自身の限界を知る
ということが重要であると思う。真の
問題の所在、解決の重要な手がかり、
そして“答え”を探り当て、解決する
力と能力は、彼ら自身にこそ備わって
いるのであり、我々の出来ることは、
その未知の探索の過程の歩みの伴侶と
なり、道案内や助言をする事である。
我々はあくまでも謙虚でなくてはなら
ない。カウンセリングとは答えを与え
たり忠告することではない。あくまで
も相手の話に真剣に耳を傾け、理解
し、理解したものを相手に投げ返すこ
とで、相談を進めていくのである。
　カウンセリングや心理療法の基本は
“傾聴（listening）”にあると言われ
る。人は、誰かに真剣に話を聞いても

らっていると、次第に問題の本質は何
なのか、それに対して自分がどうした
いのかが分かってくることが多い。傾
聴の効用には一見単純に思えるものも
あるが、それらはどれも非常に重要な
ものである。次にその幾つを挙げてみ
よう。
　１，問題の明確化：心の内の渾沌と
した気持ちを実際の言葉にしてみる
と、今まで巨大で手のつけようのない
問題に巻き込まれているように感じて
いたのに、問題の輪郭がはっきりして
くるにつれて、思いの他見通しがつい
てくることがある。聞き手が余計な口
出しをすると、却って先入観やステレ
オタイプを植え付けて本当のところが
見えなくなってしまうことがある。相
手の話しを引き出すのが肝要である。
　２，苦悩や不安の他者との共有：孤
立無援の状態にあって一人悩んでいる
と、簡単なことさえも分からなくなっ
てしまうものである。誰かが側にいる
ということは、それだけで大きな力に
なる。「そんなの大したことじゃない
よ、気にしない気にしない」と笑って
肩をポンと叩くのではなく、先ずは相
手の気持ちを真剣に受けとめ、相手の
感じているがままを理解するよう努め
る必要がある。
　３，カタルシス：苦しい胸の内を吐
露すると、心のエネルギーを消耗する
“堂々巡り”から開放されて、すっき
りとして、自ら見通しを立てたり、生
きる力が回復することがままある。若

５　基本原則としての「傾５　基本原則としての「傾５　基本原則としての「傾５　基本原則としての「傾５　基本原則としての「傾
聴」聴」聴」聴」聴」
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い女性同士の“相談ごと”の多くが、
相手のアドバイスなど少しも聞き入れ
ている様子がみられず、ただただ誰か
に話したいのだと思われるようなこと
が良くあると聞くが、ある意味ではそ
れは正しい“相談”のあり方なのかも
知れない。
　４，問題の整理：悩みごとに限ら
ず、人に話して聞かせるということに
よって問題の整理がついて考えがまと
まってくる、という経験は多くの人が
持っていることと思う。それに加え
て、聞き手が自分の話しの分からない
ところやはっきりしないところを尋ね
てくれると、自分では気づいていな
かった側面や無視していた重要な問題
に気づくこともある。感情に駆られて
脱線しながらした話しを、聞き手が理
解した限りでまとめてくれて「これこ
れこういうことなんですか」と尋ね返
してくれると、それは丁度身支度をす
る際に鏡が役に立つように、こんがら
がった悩みを解きほぐすのには役に立
つのである。
　聞き手の役割は、相手に語らせ、そ
の言葉を真剣に受けとめ、そこから自
分が理解できた相手の気持ちや問題を
理解したままに返すことである。決し
て先回りせず、こちらが「ここまで分
かっている」ということを相手に伝え
るのである。これが、「分かってもら
えた」という気持ちにつながり、問題
の整理と解決の糸口の発見に大きく役
立つのである。アドバイスをするの

は、悩める人の問題を、その人の人格
やおかれた状況を含めて全体として真
に理解できた後でも遅くない。そこに
至る前に自ら解を見いだし、なんら押
しつけがましいアドバイスなどせずと
も、真剣に耳を傾けたことで相談は終
わることが多いのではないだろうか。

　具体的な場面を想定しないでつれづ
れ書き散らしたこの文章が、みなさん
のおかれた困難な状況にどれほどの役
にたつかははなはだ疑問であるが、何
か感じるものがあればと思っている。
「話し上手は聞き上手」という言葉が
あるが、「相談上手は聞き上手」であ
る。主役は“悩める人”でなければな
らない。我々は多くの知識と人生経験
を積んでおくことも非常に重要である
が、それは、忠告を与えるためでもな
ければ、答えを教えるためでもない。
相手の苦悩や問題に耳を傾け、真の意
味で“理解する”ために、様々な経験
を積み、様々なことを勉強をするので
ある。なお、ここでいう勉強や経験は
心理学に限られたものではないことを
付言したい。我々は、芸術を愛し、映
画を鑑賞し、童話や神話の世界に旅を
し、恋愛をし、人生に悩み、人生を楽
しまなければならない。我々が生き生
きとした人生を送らなくて、どうして
苦悩する人に良い影響を与えることが
出来るだろうか…

６　おわりに６　おわりに６　おわりに６　おわりに６　おわりに
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　社会の風潮が臓器移植礼賛、レシピ
エント（臓器受容者）重視に流れかけ
ていたとき、となりの手術台に横たわ
るドナー（臓器提供者）の姿をクロー
ズアップして再認識させてくれたのが
この書であった。発売と共に日本中に
脳死論議が巻き起こったといっても過
言ではない。
　著者の立花隆氏は『田中角栄研究』
や『宇宙からの帰還』などの著書で知
られた、ニュージャーナリズムの旗手
である。本書も厖大で難解な医学資料
を詳細に検討し咀嚼して、読者に十分
理解しうるように「脳死」という非日
常の特異な状態を検証していく。何故
著者は「脳死」を題材に取り上げたの
か。当時のマスコミが「脳死は人の死
である」という概念を頭から鵜呑みに
して脳死・臓器移植を報道し初めた状
況の中で、ジャーナリストの目はこの

問題の根幹である「死」が不鮮明に
映ったのである。脳死は結局のところ
病院という密室の中でしか起こりえな
い。その判定も医療専門家に委ねられ
る。そして臓器移植は「人の命を救
う」という大義名分のもとに公然と行
なわれる。マスコミが脳死の検証を避
けてこれを取り上げれば、臓器移植の
啓蒙報道に陥ってしまう。著者はここ
に危機感を抱いたのである。
　検証を初めると、医療専門家の発想
は「脳幹死をもって死とする」という
立場であるために脳幹反応の検査を重
視していることがわかってくる。厚生
省の発表した脳死判定基準も同様であ
る。しかし、この基準では人工呼吸器
を外すことは出来ないというのが著者
の結論である。聴性脳幹反応と脳血流
測定、この二つの検査がさらに必要だ
としている。この書が出版されて以
来、臓器移植にゴーサインを出す機関
となる各大学における倫理委員会で
は、厚生省基準のほかにこの二つの検
査が付け加えられることが多くなっ
た。さらに脳死は人の死と認められる
かという問題が広く論議されることと
なった。
　人の命の終わりを人が決めようとす
るときには社会的なコンセンサスが十
分に形成されていなければならない。
脳死とはどういう状態をいうのか、と
いうことから始めて、自分なりの考え
を持つことが必要とされている。

脳死／著者　立花隆／中央公論社／
昭和61年10月25日発行／定価1.500円
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ンティア活動に関心を抱くものにとって、こ
の文章の持つ意味は非常に重いと思う。田辺
先生に心から感謝申し上げたい。
■昨年暮れからこの頃にかけて、私達スタッ
フの仲間の身内でもいくつかの不幸が続い
た。そんな機会に出会うとあらためて自分達
の未熟さが痛感される。しかしそんな体験を
乗り越えて行くことが、「生老病死」に克っ
て行くことなのだと思う。　　　　　ビハーラリポート　
　　　　 第9号　1994年3月26日発行
　ビハーラリポート発行所
　ビハーラ代表　兼能代山本地区事務局　
　藤里町月宗寺内　　袴田俊英　0185-79-2468
　大館地区事務局　　越姓玄悦　0186-49-6957
　比内地区事務局　　小林匡俊　0186-55-1144
　森吉地区事務局　　奥山亮修　0186-72-4143
　阿仁地区事務局　　今井典夫　0186-82-2418
　鷹巣地区事務局　　佐藤俊晃　0186-66-2032

■少し長い引用になるけれどももう一度この
文章を読んでおきたい、「自分を振り返って
みて頂きたい。自分が相談に応じている際、
あるいは人の話に耳を傾けている際に、“人
の役に立っている”という自己満足に陥って
いないだろうか。相手を喜ばせようとして、
真の問題を逃していないだろうか。早急な解
決を自信満々に提示し、相手が自分を尊敬し
てくれるような解決法に傾きがちな自分に気
づかないだろうか。人を思い通りに操る喜び
を感じてはいないだろうか。頼りにされるこ
とで自分が重要な人間であるとかろうじて感
じられるような“頼られることに頼ってい
る”状態にないだろうか…」。今回特にお願
いして原稿を頂いた筑波大学田辺先生の報告
にある、「ナイチンゲールコンプレックス」
のくだりである。ビハーラ活動、広くはボラ

　次回ビハーラセミナー
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　ビハーラ入会の御案内

　入会の申込をいただいた方にはビハーラリポートの配付、ビハーラセミナー
そのほかビハーラ主催の各種行事の御案内をいたします。また「こんなときビ
ハーラの話でもしてもらえたら」、「気軽に仏教のことを聞く機会があれば」
などいろんな御相談をお寄せください。事務局連絡先は下記のとおりです。
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　看護婦として医療現場で活躍している皆さんが、「医療現場から見たビハー
ラ活動」についてアンケートを行ないました。先般、秋田農村医学会でも報告
された同テーマについて、現場の本音も交えながらビハーラ活動についての提
言を頂きます。

（仮称）（仮称）（仮称）（仮称）（仮称）ビハーラアンケートを通じてビハーラアンケートを通じてビハーラアンケートを通じてビハーラアンケートを通じてビハーラアンケートを通じて
報告者　北秋中央病院　中島美枝子　成田康子報告者　北秋中央病院　中島美枝子　成田康子報告者　北秋中央病院　中島美枝子　成田康子報告者　北秋中央病院　中島美枝子　成田康子報告者　北秋中央病院　中島美枝子　成田康子

44444 月中旬に予定　詳しい場所日時等は改めて御連絡いたします。月中旬に予定　詳しい場所日時等は改めて御連絡いたします。月中旬に予定　詳しい場所日時等は改めて御連絡いたします。月中旬に予定　詳しい場所日時等は改めて御連絡いたします。月中旬に予定　詳しい場所日時等は改めて御連絡いたします。

年会費2000円で即入会。最寄りの事務局までお電話をどうぞ。


